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県
道
路
公
社
は
、
伊
豆
中
央
道
と
修
善
寺
道
路
で
最
大
５
割
の
料
金
割
引
を
、
来
年
度
の

「で
き
る
だ
け
早
い

時
期
」
か
ら
実
施
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
両
道
路
の
合
併
採
算
制
導
入
に
伴
う
地
元
向
け
サ
ー
ビ
ス
で
、
両

道
路
の
完
全
無
料
化
ま
で
継
続
す
る
。
同
公
社
は
、
合
併
採
算
制
を
導
入
す
る
２
０
１
５
年
度
当
初
か
ら
料
金
割

引
を
実
施
す
る
予
定
だ

っ
た
が
、
来
春
の
伊
豆
縦
貫
道

る
地
元
要
望
に
応
え
、
前
倒
し
す
る
こ
と
に
し
た
。

東
駿
河
湾
環
状
道
路
の
完
成
に
合
わ
せ
た
実
施
を
求
め

料
金
割
引
は
、
回
数
券
方

式
。現
在
４
種
の
回
数
券
（１１

回
、
３５
回
、
６０
回
、
１
０
０

回
）
の
う
ち
、
３５
回
券
と
■

０
０
回
券
を
廃
上
し
、
新
た

に
５
割
引
と
な
る
■
６
０
回

券
を
発
行
す
る
。
自
動
料
金

シ
ス
テ
ム
の
伊
豆
中
央
道
料

金
所
は
、
有
人
料
金
所
に
改

め
る
。
今
ま
で
は
中
央
道
、
修
善

寺
道
路
を
通
行
す
る
場
合
、

２
種
類
の
カ
ー
ド
、
回
数
券

が
必
要
だ

っ
た
が
、
こ
れ
を

機
に

一
つ
の
回
数
券
が
両
道

路
で
使
え
る
よ
う
に
な
る
。

通
行
料
金
は
通
常
、
普
通
車

２
０
０
円
、
軽
自
動
車
■
５

０
円
だ
が
、
１
６
０
回
券
を

使
え
ば
半
額
に
な
る
。

合
併
採
算
制
の
導
入
に
あ

た
り
、
同
公
社
は
両
道
路
の

伊
豆
中
央
道
と
修
善
寺
道

路
の
合
併
採
算
制
　
現
在
の

個
別
経
営
か
ら
収
支
を

一
体

化
す
る
方
式
。
本
来
の
料
金

徴
収
期
限
は
伊
豆
中
央
道
が

２
０
■
５
年
３
月
末
、
修
善

寺
道
路
は
２５
年
８
月
だ
が
、

市J
導
入
に
西己

事
業
量
国
の
変
更
申
請
を
国

交
省
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
前
段
と
し
て

料
金
割
引
制
度
と
江
間
交
差

点
の
立
体
化

・
フ
ル
イ
ン
タ

ー
チ

ェ
ン
ジ
化
を
含
む
同
事

業
計
画
の
変
更
案
を
、
今
月

２５
日
に
開
会
す
る
県
議
会
９

月
定
例
会
に
提
出
す
る
。

県
は
伊
豆
市
と
伊
豆
の
国

市
で
区
長
や
各
種
団
体
の
代

表
な
ど
を
集
め
た
地
元
説
明

会
を
先
月
下
旬
に
相
次
い
で

開
催
し
、
お
お
む
ね
住
民
合

両
道
路
の
建
設
借
入
公
釜
の
償

還
に
合
わ
せ
て
同
時
無
料
化

す
る
た
め
、
伊
豆
中
央
道
で

有
料
期
間
が
延
長
さ
れ
る

一

方
、
修
善
寺
道
路
で
は
短
縮

さ
れ
る
。
県
の
試
算
に
よ
る

と
、
料
金
徴
収
期
限
を
迎
え

て
も
伊
豆
中
央
道
で
約
５
億

円
、
修
善
寺
道
路
で
約
１９
億

円
の
未
償
還
金
が
残
る
。
合

併
採
算
制
の
導
入
で
２
０
２

３

（平
成
３５
）
年
度
中
の
償

還

（無
料
化
）
を
見
込
ん
で

い
る
。

意
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い

る
と
い
う
。 慮

県道路公社


